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亥の子石を元気よく搗く子どもたち亥の子に参加した皆さん

　

辺
り
は
も
う
す
っ
か
り
暗
く
な

っ
た
午
後
７
時
、
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
「
亥
の
子
唄
」
が
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
響
き
渡
る
。
そ
う
、

今
日
は
11
月
最
初
の
亥
の
日
だ
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
恒

例
行
事
が
軒
並
み
中
止
と
な
る

中
、
こ
こ
下
組
の
亥
の
子
は
予
定

通
り
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
感
染
予

防
の
為
、
例
年
よ
り
短
時
間
で
の

開
催
と
な
っ
た
が
、「
亥
の
子
唄
」

に
込
め
ら
れ
た
無
病
息
災
の
願
い

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
三
秋
の
土

地
神
様
に
き
っ
と
届
い
た
こ
と
だ

ろ
う
。

届
け
！
亥
の
子
唄
♪

（文
責
）　

原
田　

浩
明

コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
広
場

清
掃
活
動

（文
責
）　

原
田　

浩
明

　

７
月
19
日
、
三
秋
広
報
区
評
議

員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
大
林
組

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
数

名
も
加
わ
り
、
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
広

場
の
大
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
暑
い
中
、
額
に
汗
を
か
き
な

が
ら
黙
々
と
作
業
を
行
う
皆
さ

ん
。
こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
地
道
な

活
動
の
お
陰
で
、
広
場
が
荒
れ
ず

に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

清掃作業中の様子清掃活動に参加された皆さん

減
災
に
向
け
て

　
　
　
　

一
歩
前
進

（文
責
）　

原
田　

夏
子

土砂撤去を終えた三秋川（二本橋付近） 令和２年７月豪雨の二本橋

　

予
て
よ
り
、
県
に
要
請
し
て
い

た
、
三
秋
地
区
内
の
河
川
土
砂
撤

去
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
年

に
わ
た
り
堆
積
し
た
土
砂
、
こ
こ

数
年
の
異
常
気
象
等
に
よ
る
大
雨

で
流
れ
出
た
土
砂
な
ど
が
積
も
り

積
も
っ
て
お
り
、
防
災
の
観
点
か

ら
も
、
一
刻
も
早
い
撤
去
が
待
ち

望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
三
秋
自
治

区
と
し
て
は
、
２
年
前
の
７
月
頃

か
ら
幾
度
と
な
く
要
請
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
漸
く
下
流
域

か
ら
順
次
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
の
豪
雨
で
周
辺

河
川
が
氾
濫
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
工
事
で
そ
う
し
た
氾
濫
が
減
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
今
一
度

防
災
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

（文
責
）　

原
田　

浩
明

レ
ン
コ
ン
収
穫
体
験

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

　

秋
晴
れ
の
下
、
第
２
回
レ
ン
コ

ン
収
穫
体
験
会
が
レ
ン
コ
ン
フ
ァ

ー
ム
三
秋
に
て
行
わ
れ
た
。
今
年

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
昨
年
よ
り

参
加
定
員
を
減
ら
し
、
な
る
べ
く

密
に
な
ら
な
い
よ
う
１
日
２
回
の

交
代
制
で
11
月
８
日
、
22
日
の
２

日
間
、
検
温
や
消
毒
等
の
感
染
予

防
対
策
を
徹
底
し
て
開
催
。
こ
の

２
日
間
で
三
秋
地
区
外
か
ら
延
べ

16
組
約
50
人
の
方
が
訪
れ
た
。
レ レンコンを掘り出す子どもたち長いレンコンがとれて大喜びの子どもたち

会場内に併設した輪投げコーナー

ン
コ
ン
の
芽
を
頼
り
に
一
生
懸
命

掘
り
進
め
、
長
い
１
本
の
レ
ン
コ

ン
が
掘
り
出
さ
れ
る
度
に
、
あ
ち

こ
ち
で
喜
び
の
歓
声
が
上
が
っ
て

い
た
。
殆
ど
の
方
が
初
参
加
の
中
、

昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
方
も

い
て
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
。
今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
無
理
の
な
い
範
囲
で
継
続
し
、

交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
、
そ
し

て
定
住
人
口
へ
と
繋
が
る
よ
う
頑

張
り
た
い
。

令和２年 10 月より地域新聞みあきのホーム
ページを開設、運用を開始いたしました。今後
はこちらのホームページからも情報発信を行っ
ていく予定です。過去の新聞が閲覧出来たり、
三秋のスポットを紹介したりなど、内容を充実
させていく予定です。もし良かったらアクセス
してみてください。
アドレスはこちら→www.miaki.org

編   集    後    記

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景やお祭り等、三秋
に関する昔の写真がございましたらご連絡ください。また、その他の投稿・情報・
写真も随時お待ちしております。 ★みあきの○○〇 ★私の絶景　
etc・・・。自薦他薦問いません。
お近くの当新聞編集委員もし くは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

@Miaki_news

答え　①ー３　②－１　③－４
解説　　　

記号名 三秋の場合　　
①

１墓地 城ヶ端霊園
２神社 水之明神社
３寺院 西願寺
４工場 日新化学工業（株）などの工場

② 

１果樹園 みかん畑など
２広葉樹林　　　カシやクスノキなどの葉の広い樹木
３針葉樹林　　　スギやヒノキなどの葉が針状・鱗状の樹木
４畑 野菜を作っている土地

③ 

１三角点 明神山山頂などにあります
２煙突 伊予地区清掃センター
３電子基準点　　三秋集会所の片隅にあります
４電波塔 伊予原中無線中継所など

当選者は伊予市の川口さんです。おめでとうございます。

第11号のクイズの答えと解説

　 １ ２ ３ ４

　 １ ２ ３ ４

　 １ ２ ３ ４

３電子基準点　　三秋集会所の片隅にあります

４工場　　　　　日新化学工業（株）などの工場

２広葉樹林　　　カシやクスノキなどの葉の広い樹木

応募方法
①クイズの答え　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番号　⑥本
紙の感想などを明記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公式HPの応
募フォーム（下記の QR コードからアクセス）のいずれかにて
ご応募ください。正解者の中から抽選で１名の方に図書カード
５００円分をプレゼントいたします。

宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２　
地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切　2021年4月５日（月）必着
当選発表　本紙第13号にて

※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送以外の目的では使用いたしません。

Q.三秋地区にある水之明神社の祭神（祀られている神）は
次のうちどれでしょう？

       うかのみたまのかみ

①宇迦之御魂大神
       みずはのめのかみ

②水波能賣神
あめのみくまりのかみ

③天之水分大神

読者プレゼントコーナー ～水之明神社に関するクイズ～

応募フォームこちら

　稲刈りの楽しみの一つ
が、この「かやねずみ」
と会えることです。稲や
カヤの中に草で丸く作ら
れた巣を見つけた事あり
ませんか？それ、このか
やねずみの巣なんです。
そしてこのかやねずみ、
昔は稲を食べる害獣だと

秋の珍客？！
みあき写真館 （文責・中藤　彰悟）

思われて、駆除されてしまい、今では絶滅危惧種になるほど数が少な
くなっている動物なんです。でも本当は、食べるのは稲以外の雑草や、
バッタなどの小さい昆虫なので、一切悪さをしない動物なので、もし
見つけても、優しく見守ってあげて下さいね～。筆者は思わず捕まえ
てしまいましたが、この後ちゃんと逃がしてますので(;^_^A
　そして毎年会えるのを楽しみにしています。皆さんも稲刈りの合間
に探してみてはどうでしょうか？

と続く家族と戦争の物語』を出版されました。戦争の記憶を次世代に
語り継ぐために。７５年がたち、次第に忘れられていく戦争について
子どもたちと語る機会は、そう多くあるものではないと思います。そ
れは現在、一見遠い出来事のようですが、はたしてそうでしょうか。

エピローグで著者はこう記しています。「あなたがうまれる前の、あ
なたにつながる家族の物語。その物語をたどるなかで、だれもがかな
らず、それぞれのかたちで、あの戦争を経験していることを知るでし
ょう。」
　児童書である本書は、著者が自身の息子に語りかけながら進んでい
きます。その口調が何とも優しくて、共に歩んでいるような気がしま
す。この本と共に、あなた自身や子どもたちにつながる物語を、家族
や地域の人たちとたどってみませんか？

『じいじが迷子になっちゃった』　城戸久枝著　偕成社
みあき図書館 （文責・岡田　有利子）

　２００７年に出版された『あの戦争から遠
く離れてー私につながる歴史をたどる旅』と
いう本をご存じでしょうか。伊予市育ちの著
者城戸久枝さんが、お父様の戦争体験を追い、
記憶を記録に残したノンフィクションです。
敗戦直後、３歳でひとり中国に残されたお父
様（中国残留孤児）が二十五年を経て日本の
家族の元に帰国を果たす、その半生が前半に
書かれており、後半にはお父様の物語をたど
る著者の体験が記されています。
　時がたち母となった著者は、２０１９年こ
の『じいじが迷子になっちゃったーあなたへ

性別：オス　犬種：柴犬
年齢：10歳
ＰＲ ：好きなことは散歩
と寝ることです。ご飯を
くれ、散歩に連れて行っ
てくれるおばあさんが大
好きです。

No.１
福岡正統さんの愛犬
　　　　「リュウ」くん

うちの家族を紹介します（文責・稲多　早苗）



頼
信
城
の

　
　
　

千
人
塚
伝
説

（文
責
）　

原
田　

浩
明

小堂宇内に祀られた五輪塔

12
月
10
日
、
伊
予
市
文
化
財

専
門
員
の
島
崎
さ
ん
立
ち
合
い

の
下
、
端
集
落
に
点
在
す
る
五

輪
塔
群
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

一
昨
年
の
原
中
集
落
に
あ
っ
た

と
さ
れ
る
頼
信
城
の
調
査
と
合

わ
せ
、
千
人
塚
伝
説
と
の
関
連

は
あ
る
の
か
、
今
後
の
調
査
結

果
が
待
た
れ
る
。

NHK松山放送局のスタジオにて

　

日
中
の
寒
さ
が
際
立
ち
始
め
た

12
月
１
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
の
番
組

『
ラ
ジ
オ
ま
ど
ん
な
』
に
愛
媛
で

活
躍
す
る
人
に
お
話
を
聞
く
「
ド

ン
ナ
人
？
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
の

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
当
新
聞
編
集
長

が
生
出
演
し
ま
し
た
。
当
新
聞
創

刊
の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
等
、
番
組
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
の
岡
田
留
美
さ
ん
の
軽
妙

な
語
り
口
に
合
わ
せ
て
紹
介
し
て

い
き
番
組
は
進
行
。
ホ
タ
ル
観
賞

会
や
昨
年
開
催
し
た
明
神
山
登
山
・

レ
ン
コ
ン
収
穫
体
験
等
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
も
触
れ
、
こ
の
４
年

間
の
活
動
を
リ
ス
ナ
ー
に
向
け
て

（文
責
）　

原
田　

夏
子

県
内
へ発
信
！

　
　
　

三
秋
を
Ｐ
Ｒ

一
生
懸
命
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
の
目
標
や
抱
負

に
つ
い
て
熱
く
語
り
番
組
は
終
了

し
ま
し
た
。
こ
の
放
送
で
『
地
域

新
聞
み
あ
き
』
の
事
が
１
人
で
も

多
く
の
方
に
伝
わ
り
、
興
味
を
も

っ
て
も
ら
え
る
事
が
私
の
願
い
で

す
。

　

朝
起
き
る
と
、
家
の
前
の
電
線

で
ツ
バ
メ
が
チ
ュ
ウ
チ
ュ
ウ
と
鳴

き
な
が
ら
飛
び
回
っ
て
い
ま
し

た
。
４
、
５
羽
い
ま
し
た
。
１
、

２
週
間
前
に
私
の
家
の
ツ
バ
メ
の

巣
か
ら
、
５
羽
の
子
ど
も
ツ
バ
メ

が
巣
立
ち
し
て
飛
び
立
っ
て
い
き

ま
し
た
か
ら
、
ま
た
巣
作
り
に
来

た
の
か
な
と
思
っ
て
眺
め
て
い
ま

し
た
が
、
や
が
て
居
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

私
の
家
で
は
、
今
年
２
回
ツ
バ

メ
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
１

回
目
が
５
羽
、
２
回
目
も
５
羽
で

し
た
。
私
は
い
つ
も
ツ
バ
メ
が
巣

を
作
る
と
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

猫
や
蛇
が
食
べ
に
来
た
り
、
ヒ
ナ

が
巣
か
ら
転
落
し
た
り
と
、
気
が

か
り
が
絶
え
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ

ん
な
私
の
心
配
を
よ
そ
に
、
親
鳥

は
せ
っ
せ
と
赤
ち
ゃ
ん
に
エ
サ
を

運
び
、
２
回
と
も
無
事
に
育
て
上

げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
つ
気
付

い
た
の
で
す
が
、
ツ
バ
メ
の
赤
ち

ゃ
ん
の
エ
サ
は
ト
ン
ボ
か
な
と
。

巣
の
下
に
ト
ン
ボ
が
沢
山
落
ち
て

い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
子

ど
も
は
巣
立
ち
を
す
る
時
、
５
羽

が
同
時
に
飛
べ
な
く
て
、
親
鳥
が

１
羽
ず
つ
教
育
し
て
、
最
後
の
成

長
の
遅
い
１
羽
ま
で
一
生
懸
命
教

え
て
、
エ
サ
を
運
ん
で
飛
ぶ
練
習

を
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
兄
弟
の
ツ

バ
メ
も
最
後
の
１
羽
に
「
早
く
飛

ん
で
み
て
」
と
、
言
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

今
朝
見
た
ツ
バ
メ
は
、
南
へ
帰

っ
て
い
く
に
あ
た
り
、
自
分
の
生

ま
れ
た
家
や
巣
や
周
り
の
景
色
を

覚
え
る
為
、
忘
れ
な
い
為
に
、
私

の
家
へ
ま
た
来
た
の
か
な
と
、
今

で
は
思
っ
て
い
ま
す
。
何
千
キ
ロ

も
南
か
ら
、
春
に
日
本
へ
、
私
の

家
へ
、
や
っ
て
来
て
子
育
て
を
し

て
、
ま
た
南
へ
帰
っ
て
い
く
の
で

し
ょ
う
が
、
道
中
の
無
事
を
祈
ら

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
最
近
で
は
家
の
造
り

が
昔
と
違
っ
て
、
ツ
バ
メ
の
巣
作

り
に
適
し
て
い
な
い
家
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
シ
を
使
っ
た

気
密
性
の
良
い
家
、
猫
を
飼
っ
て

い
る
家
、
家
の
中
に
ツ
バ
メ
の
糞

ツバメたちが巣立ちした跡

（文
責
）　

稲
多　

勝
利

※

令
和
２
年
７
月
末
執
筆

ツ
バ
メ
の
旅
立
ち

が
落
ち
る
の
を
嫌
う
家
な
ど
、
ツ

バ
メ
に
と
っ
て
は
子
育
て
し
に
く

い
環
境
で
す
。
で
も
、
私
は
ま
た

来
年
、
ツ
バ
メ
が
帰
っ
て
来
て
私

の
家
を
忘
れ
ず
に
、
ま
た
子
育
て

し
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。
す
。

　

三
秋
大
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

(

三
秋
集
会
所)

内
の
片
隅
に
、
マ
ッ

チ
棒
を
立
て
た
よ
う
な
細
長
い
施

設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設

省(

現
国
土
交
通
省)

の
国
土
地
理

院
が
、
１
９
９
６
年(

平
成
８
年)

３
月
に
設
置
し
た
電
子
基
準
点
で

す
。

　

電
子
基
準
点
は
、
測
量
関
係
の

施
設
で
、
全
国
に
１
３
０
０
基
ほ

ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
上
約

２
万
㎞
の
高
さ
を
周
回
す
る
Ｇ
Ｐ

Ｓ
衛
星
が
発
信
す
る
電
波
を
施
設

上
部
の
白
い
部
分
の
中
に
入
っ
て

い
る
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し
、

こ
の
地
点
の
位
置
を
正
確
に
観
測

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
、

土
地
の
測
量
、
地
図
の
作
成
、
地

震
、
火
山
噴
火
予
知
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み

に
、
三
秋
集
会
所
の
標
高(

海
抜)

は
、
50
ｍ
80
ｃ
ｍ
で
す
。

電子基準点の下にあるプレート

（文
責
）　

日
山　

貞
治

電
子
基
準
点

        (

Ｇ
Ｐ
Ｓ
観
測
局)

　

新
聞
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク
の
一

つ
と
し
て
開
始
さ
れ
た
「
明
神
山

古
道
復
活
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
が
、
県
の
地
域
活
性
化
の
補

助
事
業
に
お
い
て
、
明
神
山
へ
の

登
頂
登
山
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

に
至
り
、
取
り
敢
え
ず
の
「
復
活

」
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
か
ら
想
定

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
古
道

は
ど
の
様
な
レ
ベ
ル
の
登
山
者
で

も
気
軽
に
登
頂
で
き
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
継
続
し

て
「
再
生
」
整
備
活
動
を
行
っ
て

い
く
必
要
性
が
あ
る
状
態
で
す
。

そ
こ
で
、
次
の
算
段
と
し
て
、
県

の
補
助
事
業
の
際
の
先
進
地
域
視

察
に
て
判
明
し
た
、
林
野
庁
の
「
森

林
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交

付
金
」
の
申
請
を
昨
年
度
末
に
し
、

本
年
度
の
採
択
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
活
動
が
困

難
な
中
、
県
の
事
業
で
お
世
話
に

な
っ
た
愛
媛
大
学
の
笠
松
浩
樹
先

生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
刈
り
払
い
機
の

安
全
講
習
も
兼
ね
て
、
森
林
古
道

の
整
備
を
12
月
20
日
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
今
年
度
中
に
後
数
回 安全講習と古道整備の様子

森
林
古
道
の
整
備

（文
責
）　

玉
井　

敬
信

の
整
備
事
業
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

１９６５年頃の三秋保育園の運動会現在の水之明神社境内

　

今
か
ら
55
年
位
前
の
三
秋
保
育

園
運
動
会
で
の
一
枚
で
す
。
こ
の

頃
は
、
水
之
明
神
社
の
境
内
で
行

っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
今
回
の
一

枚
は
三
秋
在
住
の
読
者
の
方
よ
り

提
供
頂
き
ま
し
た
。
貴
重
な
写
真

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（文
責
）　

原
田　

浩
明

み
あ
き
今
昔
物
語

実際の訓練の様子

　

去
る
11
月
１
日
に
第
２
分
団
主

催
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
が
北

山
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

り
、
我
が
三
秋
消
防
団
も
参
加
し

消
火
技
術
の
習
得
や
心
身
の
鍛
錬

に
励
み
ま
し
た
。
こ
の
小
型
ポ
ン

プ
操
法
と
は
、
下
は
市
の
大
会
か

ら
始
ま
り
県
大
会
、
全
国
大
会
ま

で
あ
る
消
防
団
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
り
ま
す
。
４
人
で
１
組
を
形

成
し
指
令
の
元
、
正
確
な
連
携
動

作
と
言
語
伝
達
で
、
ポ
ン
プ
始
動

か
ら
火
点
へ
の
放
水
ま
で
の
タ
イ

ム
と
動
作
加
点
を
競
い
合
う
競
技

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な
訓
練
を

日
々
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い

ざ
有
事
の
時
の
冷
静
な
消
火
動
作

を
養
い
ま
す
。
ど
う
か
三
秋
の
皆

さ
ん
、
我
々
の
出
番
が
な
い
よ
う

火
の
元
に
は
気
を
付
け
て
日
々
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（文
責
）　

三
秋
消
防
団
班
長

           　
　
　

安
井　

規
城

心
身
の
鍛
錬

（文
責
）　

原
田　

浩
明

野
菜
倶
楽
部
三
秋
を
Ｐ
Ｒ

まつやま花園日曜市

町家のちょこっと夏祭り

　

Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｉ
野
菜
倶
楽
部
は
、

８
月
16
日
、
ま
ち
づ
く
り
郡
中
「
町

家
」
の
『
ち
ょ
こ
っ
と
夏
祭
り
』、

10
月
25
日
、
松
山
市
花
園
町
の
『
ま

つ
や
ま
花
園
日
曜
市
』
に
そ
れ
ぞ

れ
参
加
。
三
秋
産
農
産
物
の
直
売

を
通
し
て
、
三
秋
地
区
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
。『
ち
ょ
こ
っ
と
夏
祭
り
』

で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
の
詰
め
放
題
が

人
気
を
博
し
、『
ま
つ
や
ま
花
園
日

曜
市
』
で
は
、
ブ
ド
ウ
や
里
芋
等

の
秋
の
味
覚
を
販
売
し
完
売
。
ど

ち
ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
の
お
客

様
が
訪
れ
、
多
く
の
方
に
三
秋
を

知
っ
て
頂
く
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
、Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｋ
Ｉ
野

菜
倶
楽
部
は
各
地
の
産
直
イ
ベ
ン

ト
に
出
没
し
ま
す
。

ＰＲ動画の撮影

　

〇
三
秋
地
区
の
印
象

　

私
た
ち
が
初
め
て
三
秋
地
区
に

訪
れ
た
時
、
か
な
り
山
の
奥
地
に

あ
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。
辺
り
一

面
が
豊
か
な
自
然
が
広
が
り
、
初

め
て
身
体
全
体
で
自
然
を
感
じ
た

気
が
し
ま
し
た
。

　

三
秋
地
区
に
足
を
運
ぶ
度
に
新

た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に

驚
い
た
の
が
市
指
定
文
化
財
で
あ

る
端
の
左
衛
門
の
お
墓
で
す
。
調

べ
て
み
る
と
端
の
左
衛
門
は
鉄
砲

撃
ち
の
名
人
で
あ
り
、
ヒ
ヒ
か
ら

住
民
を
守
っ
た
偉
人
で
あ
る
事
が

判
明
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
三
秋
地

区
の
偉
人
の
墓
が
私
た
ち
が
訪
れ

た
時
、
か
な
り
劣
化
が
進
ん
で
い

る
事
に
驚
き
ま
し
た
。
伊
予
市
の

Ｈ
Ｐ
に
載
っ
て
い
る
写
真
と
は
全

く
の
別
物
で
、
周
り
に
は
草
木
が

生
い
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

三
秋
地
区
の
散
策
に
当
た
っ
て
感

じ
た
の
は
、｢

端
の
左
衛
門
の
墓
の

様
な
文
化
財
を
ど
う
後
世
に
残
し

て
い
く
か｣

で
す
。
三
秋
地
区
に
は

足
を
運
ぶ
度
に｢

な
に
こ
れ
！｣

と

魅
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

三
秋
地
区
の
関
係
人
口
を
増
や

し
、
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
事
が

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
し
、
そ
の

お
手
伝
い
を
私
た
ち
愛
媛
大
学
生

が
ヨ
ソ
モ
ノ
視
点
か
ら
全
力
で
考

え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

地域住民へのインタビュー

　

〇
三
秋
地
区
の
こ
こ
に

　
　
　

注
目
し
て
い
ま
す
！

　

三
秋
地
区
に
初
め
て
来
た
私
た

ち
の
「
よ
そ
者
的
視
点
」
を
活
か

し
な
が
ら
、
三
秋
の
新
た
な
魅
力

発
見
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
私
た
ち
が
注
目
し
た

も
の
は
三
秋
地
区
の
景
観
で
す
。

青
い
空
に
自
然
豊
か
な
山
や
木
の

緑
、
秋
に
は
黄
金
色
の
稲
穂
が
揺

ら
め
き
彼
岸
花
の
赤
が
映
え
る
。

四
季
折
々
の
自
然
が
繰
り
な
す

様
々
な
色
が
三
秋
地
区
の
魅
力
を

引
き
立
て
て
い
ま
す
。
ア
ニ
メ
の

世
界
に
入
り
込
ん
だ
か
の
よ
う
な

竹
藪
、
道
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
置
か

れ
た
ポ
ス
ト
、
神
秘
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
た
神
社
な
ど
、
三
秋

地
区
に
広
が
る
風
景
一
つ
一
つ
が

絵
に
な
る
ほ
ど
美
し
い
で
す
。
ま

た
、
三
秋
の
み
な
さ
ん
の
温
か
さ

も
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
道

を
歩
け
ば
話
し
か
け
て
く
だ
さ

り
、
レ
モ
ン
や
ミ
カ
ン
な
ど
を
い

た
だ
い
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

て
沢
山
お
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
、
地
元
の
方
々
と
の
温
か
い
触

れ
合
い
は
、
三
秋
地
区
で
し
か
味

わ
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
が
「
よ
そ

者
的
視
点
」
で
見
た
三
秋
地
区
の

良
さ
が
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
よ
り
多
く
の
人
に
三
秋
地
区

の
魅
力
を
広
め
ら
れ
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

〇
実
際
に
活
動
し
て
み
て

　

三
秋
地
区
で
活
動
す
る
に
あ
た

っ
て
様
々
な
場
所
に
訪
れ
ま
し

た
。
都
会
で
育
っ
た
メ
ン
バ
ー
も

い
る
た
め
三
秋
地
区
に
あ
る
畑
、

森
、
竹
林
な
ど
の
農
家
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
農
業
風
景
が
私
た

ち
か
ら
す
る
と
、
と
て
も
素
敵
で

美
し
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

三
秋
地
区
の
中
に
あ
る
神
社
に
も

訪
れ
ま
し
た
が
、
普
段
で
は
味
わ

う
こ
と
が
出
来
な
い
雰
囲
気
を
感

じ
、
普
通
に
生
存
し
て
い
る
昆
虫

や
蛇
ま
で
も
三
秋
地
区
の
魅
力
と

し
て
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
活

動
す
る
に
あ
た
っ
て
農
家
の
方
か

ら
レ
ン
コ
ン
や
里
芋
を
頂
く
機
会

が
あ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
家
に

帰
り
調
理
し
て
食
べ
た
の
で
す

が
、
と
れ
た
て
新
鮮
で
と
て
も
お

い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

活
動
す
る
中
で
三
秋
地
区
の
方
の

交
通
の
手
段
や
、
近
く
に
ス
ー
パ

ー
な
ど
が
な
い
こ
と
か
ら
、
生
活

に
何
ら
か
の
不
便
な
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
の
か
と
疑
問
に
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
ー
パ
ー
や

コ
ン
ビ
ニ
が
な
く
、
周
り
が
自
然

に
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
が
三

秋
地
区
の
魅
力
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

三秋地区内を散策

（文
責
）　

愛
媛
大
学
２
回
生

  

青
木
、伊
藤
、國
村
、吉
弘

ヨ
ソ
モ
ノ
視
点
か
ら

                

み
た
三
秋

　

こ
の
度
、
官
民
学
連
携
の
も
と
、

伊
予
市
の
新
た
な
魅
力
を
発
見

し
、
発
信
す
る
『
ヨ
ソ
モ
ノ
視
点

か
ら
の
魅
力
発
見
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
事
業
』
と
い
う
伊
予
市
の
事

業
に
お
い
て
、
三
秋
地
区
が
対
象

地
域
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
事
業
の
実
行
部
隊
で

あ
る
愛
媛
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん

に
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
感
想
等
を

本
紙
に
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。




